
別記様式１

施設名称 佐倉市老人憩の家千代田荘 

施設概要

所在地：〒285－0836　佐倉市生谷1306番地
施設構造：鉄骨平屋
敷地面積：724.44㎡
延床面積：225.24㎡
建築年月：昭和55年３月
施設内容：集会室（舞台部分除き40畳）、和室（８畳×２室）
食堂・台所（18.5畳）、事務室 等
附帯設備：駐車場

施設の設置目的
高齢者の健全なる心身の健康保持、及び地域社会における社会福祉
の増進を図る。

指定管理者 千代田地区社会福祉協議会

指定期間 令和３年４月1日～令和６年３月31日

委託料 2,946,240円　(令和３年度支払額　982,080円)

市所管課 福祉部高齢者福祉課

第三者 

年度モニタリング（令和３年度）



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.５　Ⅱ－１－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.５　Ⅱ－１－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.５　Ⅱ－１－（４）

①業務点検

Ⅰ　業務に関する基準

説明

該当する事例がない。または、評価することができない。

適格に実施されておらず、ただちに改善する必要がある。

適格に実施されているが、改善の余地がある。

適格に実施されている。

適格に実施され、特に優れた成果が認められる。

評価

S　（優良）

A　（適格）

B　（概ね適格）

C　（要改善）

-　(該当なし)

１　基本事項

開所（館）時間が厳守され、速やかに業務が開始されているか。

管
理
範
囲

管理範囲が厳守され、利用者を妨げることはないか。

開
所

（
館

）
時
間

利
用
制
限

正当な理由なく利用者の利用を制限していないか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.６　Ⅱ－１－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.６　Ⅱ－１－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.７　Ⅱ－１－（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８～９　Ⅱ－２－（１）～（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（１）

法
令
遵
守

関連規程を理解し、法令遵守が確保されているか。

清
掃

屋内・屋外ともに美観が維持されているか。

清
掃

清掃は利用者の妨げにならない時間帯に行っているか。

適
正
利
用

利用・減免等の手続は規定に則って行われているか。

利
用
料
金

利用料金の減免の基準、範囲・件数は適正か。

２　維持管理業務に関する基準



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８～９　Ⅱ－２－（１）～（７）

環
境
衛
生

必要な検査等は規定の回数・基準を達成しているか。

環
境
衛
生

快適に利用できる環境となっているか。

清
掃

定期清掃は規定の回数・基準を達成しているか。

廃
棄
物
処
理

適正な方法（分別等）と頻度により廃棄されているか。

廃
棄
物
処
理

廃棄物の減量に務めているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.８　Ⅱ－２－（４）

指定管理者 佐倉市 特記事項

S S
前庭や裏の駐車場の除草、花植えを定期的に行い、施設の美化
に努めています。

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（５）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（７）

修
繕

適切に修繕を行うとともに、市への報告を行っているか。

景
観
維
持

屋外の景観が維持されているか。

備
品
管
理

備品管理台帳が整備され、適切に記録されているか。

備
品
管
理

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。

公
共
料
金
支
払

公共料金は滞りなく支払われているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.９　Ⅱ－２－（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（８）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（８）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（９）～（１０）

修
繕

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。

修
繕

消耗品の補充・管理は適正に行われているか。

警
備

入退者管理、施錠管理、巡視等は適切に行われているか。

警
備

夜間・休所日警備に支障はないか。

保
守
点
検

法定点検その他定期点検を遅延なく確実に実施しているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（９）～（１０）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（９）～（１１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（９）～（１１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（９）～（１１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１０　Ⅱ－２－（１１）

駐
車
場

事故・盗難等の発生について市への報告を怠っていないか。

駐
車
場

設備の損傷や危険物、違法駐車はないか。

安
全
点
検

施設内・施設外に危険箇所はないか。

安
全
点
検

避難経路や消防設備の付近に障害物はないか。

保
守
点
検

点検によって発見された不具合の報告を適切に行っているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１１　Ⅱ－３－（１）（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１１　Ⅱ－３－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１１　Ⅱ－３－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１１　Ⅱ－３－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（３）

利
用
手
続

使用許可や利用料金徴収の手続きは適正に行われ、迅速かつ円滑か。

利
用
料
金
徴
収

出納簿等は整備されているか。

利
用
料
金
徴
収

現金は必要最小限とし、盗難・紛失等のないよう管理されているか。

利
用
料
金
徴
収

利用料金の額、支払方法、減免基準等について、周知は十分か。

物
品
販
売
等
許
可

物品販売、寄付の募集、広告物の掲示・配布等の許可が適切に行われ、利用者の妨げと
なっていないか。

３　施設運営業務に関する基準



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（４）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（５）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（５）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（５）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A B Webサイトのコンテンツを充実させる取り組みが期待されます。

記載箇所 業務基準書 P.１２　Ⅱ－３－（５）

記
録
業
務

日報や各種記録（文書・画像・音声・映像等）を行い、整理しているか。

広
報
活
動

利用者への掲示物・案内等はわかりやすく用意されているか。

広
報
活
動

各種広報活動により利用者への周知が図られているか。

広
報
活
動

パンフレット・チラシ等の在庫切れはないか。

広
報
活
動

Webサイトは利用しやすく、適宜更新されているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１３　Ⅱ－３－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１３　Ⅱ－３－（６）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

意
見
等
受
付

意見・要望・苦情等の受付手段及び機会は適切か。

相
談
業
務

相談事業の利用方法について周知は十分か。

企
画
事
業

事前に計画書を文書で市に提出し、承諾を得た上で実施し、実施後適切に報告を行ってい
るか。

意
見
等
受
付

受け付けた意見・要望・苦情等を記録し、改善に努めているか。

相
談
業
務

相談内容及び個人情報の保護は徹底されているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１３　Ⅱ－３－（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１３　Ⅱ－３－（７）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１３　Ⅱ－４－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１４　Ⅱ－４－（３）

企
画
事
業

企画事業の内容、実施回数、参加費の額は適切か。

留
意
事
項

拾得物台帳を作成し、拾得物を所轄の警察署に届けているか。

留
意
事
項

管理運営の実施等に関する市の調査に協力しているか。

区
分
会
計

区分会計により独立した帳簿及び預金口座で管理しているか。

帳
簿
管
理

帳簿書類等は適切に保存されているか。

４　経理事項に関する基準



指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１４　Ⅱ－５

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１４　Ⅱ－６

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１４　Ⅱ－６

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－１－（１）

事
業
計
画

独自事業の実施にあたり、事前に計画書を提出しているか。

行
政
財
産
使
用
許
可

目的外業務（公衆電話設置等）の実施にあたり、行政財産使用許可申請を行っているか。

行
政
財
産
使
用
許
可

目的外業務の実施による利用者への妨げはないか。

５　独自事業に関する基準

６　目的外業務に関する基準

Ⅱ　運営体制・組織に関する基準

１　基本事項

労
務
責
任

業務従事者の労務に関し法令が遵守され、責任ある体制となっているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－１－（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－１－（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－１－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－１－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１５　Ⅲ－２－（１）

労
務
責
任

労働時間の管理は適切になされているか。

２　実施体制に関する基準

労
務
責
任

業務従事者から労務に関する苦情等は出ていないか。

資
格
・
免
許

必要資格及び免許等が取得されているか。

許
認
可
等

必要な許認可及び届出等が行われているか。

人
員
配
置

業務主任担当者及びスタッフの人員配置は適切か。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－２－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－２－（４）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 P.１６　Ⅲ-2-(6)

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 P.１６　Ⅲ-2-(6)

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－３－（１）～（３）

３　一部業務委託（再委託）に関する基準

接
遇

職員（スタッフ）のあいさつが徹底され、親切・丁寧な対応がなされているか。

委
託
範
囲

再委託の範囲及び委託先の選定は適切か。

研
修
等

必要な訓練・教育・研修等が計画的に実施されているか。

連
絡
体
制

指定管理者の団体本部との連絡体制は整備されているか。

接
遇

職員（スタッフ）は名札及び清潔な服装を着用しているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－３－（１）～（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－３－（１）～（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１７　Ⅲ－４

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１６　Ⅲ－５－（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１７　Ⅲ－５－（２）

履
行
確
認

再委託業務の履行確認は適切に行われているか。

報
告

再委託の計画及び契約書等について市へ提出しているか。

危機管理計画及び危機管理マニュアル等は整備されているか。

協
力
体
制

関係機関、団体、住民等と十分な連携が図られているか。

平
常
時

保守点検、巡視等は適切に行われているか。

体
制
整
備

４　運営協力体制に関する基準

５　安全管理・危機管理に関する基準



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１７　Ⅲ－５－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１７　Ⅲ－５－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１７　Ⅲ－５－（４）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 P.１８　Ⅲ－５－（５）

保
険
加
入

必要な保険に加入し、その範囲は適正か。

第三者への損害賠償は適切に行われているか。

体
制
整
備

非常時の連絡体制は確立されているか。

事
故
災
害
対
応

事故・災害等発生時は市へ直ちに報告され、適切に対処したか。

損
害
賠
償



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１８　Ⅲ－６－（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１９　Ⅲ－６－（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１９　Ⅲ－６－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.１９　Ⅲ－６－（３）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.２０　Ⅲ－６－（４）

個
人
情
報
保
護

個人情報保護条例に基づき、適切に処理されているか。

情
報
公
開

６　個人情報保護・情報公開・情報管理に関する基準

守
秘
義
務

業務上知り得た秘密を他人に漏らしていないか。

情報公開条例に基づき、適切に処理されているか。

情
報
公
開

総合的かつ積極的な情報公開の推進が図られているか。

情
報
管
理

情報管理計画及び情報管理マニュアル等は整備されているか。



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.２０　Ⅲ－６－（４）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.２０　Ⅲ－７－（１）（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.２０　Ⅲ－７－（１）（２）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 P.２３　Ⅲ－１０

事業計画及び事業報告は規定どおりに提出されているか。

情
報
管
理

情報セキュリティ（コンピュータウィルス対策等）は万全か。

資
料
提
出

７　事業計画及び事業報告に関する基準

８　連絡調整に関する基準

連
絡
会
議

市との連絡会議を適宜行い、十分な調整は図られているか。

資
料
提
出

事業計画及び事業報告の内容に虚偽及び重大な誤りはないか。



指定管理者

佐倉市

１．市当局のご指導もいただく中、コロナ禍により、当施設の利用制限もありま
したが、協定書及び業務基準書に基づき、本施設の運営、維持管理、経理、
個人情報保護法等の業務について適正な処理ができました。
2.昨年同様に前庭の花植えや、雑草除去のための10数名からなるチームが善
意で、毎月一回の定例の美化活動を行いました。
3.本施設は千代田地区における極めて貴重な公共施設です。今後も更なる利
用者の利便性・安全性・快適性に工夫・配慮し、高齢者福祉、地域福祉及び地
域文化の拠点施設として管理運営に努めて参りたいと考えております。

　協定書及び業務基準書に基づき、施設の運営、維持管理、経理事務及び個
人情報保護等について、良好に運営されたと評価します。

意見記述欄



前年度
実績値

今年度
計画値

今年度
実績値

対前年度比
（％）

対計画値比
（％）

延べ利用者数（人） 977 3,000 2,609 267.0% 87.0%

実利用者数（人） - - - - -

稼働率（％） 39.9 - 75.2 - -

利用料金収入（円） 51,190 100,000 148,660 290.4% 148.7%

減免件数（件） 24 100 145 604.2% 145.0%

指定管理者

佐倉市

　新型コロナウイルスの影響はありましたが、延べ利用者数、利用料金収
入等は前年より増加しており、適正な経営がされていると評価します。

②利用状況等分析

意見記述欄
今年度は、延べ利用者数、利用料金収入ともに、昨年度を大幅に上回って
おり、ほっとしているところです。まだまだ、このコロナ禍の始まる前には及
びませんが、これから、このコロナ禍の収束を得て、広い駐車場や、大音
量に耐え得る本荘の利点のPRに努め、利用者数、利用料金収入の回復、
増加に向け、大いに努力して参りたいと考えます。



前年度
実績値

今年度
計画値

今年度
実績値

対前年度比
（％）

対計画値比
（％）

収入（円） 1,049,206 1,097,080 1,151,745 109.8% 105.0%

支出（円） 1,049,206 1,097,080 1,151,745 109.8% 105.0%

収支（円）
〈収入-支出〉

0 0 0 - -

利用料金比率（％）
〈利用料金収入／収入〉 4.9 8.7 12.9 - -

人件費比率（％）
〈人件費／支出〉 29.4 33.0 30.9 - -

再委託費比率（％）
〈再委託費合計／支出〉 - - - - -

利用者当たり管理コスト（円）
（支出／延べ利用者数） 1,074 366 441 41.1% 120.5%

利用者当たり市負担コスト
（円）

（委託料／延べ利用者数）
1,005 327 376 37.4% 115.0%

指定管理者

佐倉市

③経営分析

意見記述欄
お陰様で、経営状況は最悪の段階を脱し、新たな局面に入りつつありま
す。収入、利用料金比率、利用者当たりの管理コスト、及び市負担コストの
数値も大幅な改善が見られております。このコロナ禍を脱却し、さらなる収
入増を図り、経営を安定させて参りたいと考えます。

　新型コロナウイルスの影響はありましたが、収入・支出ともに概ね計画通
りとなっており、適正に経営されていると評価します。
　今後も、広く地域住民の方に高齢者の活動拠点の場として認識していた
だけるよう、適正な管理運営をして下さい。



【単年度計画】

【中・長期計画】

指定管理者

佐倉市

広報紙、ホームページ、フェイスブックによる施設利用の
ＰＲ当地区社協の広報紙“社協ちよだ”（年3回、各4,100
部発行）や本荘内の掲示板や自治会でのチラシの回覧、
掲示板等を用いた本荘利用促進のためのＰＲに努めま
す。また、ホームページ、フェイスブック上にて、本荘の月
間予約状況、当地区社協の活動状況を公開すること等に
より利用拡大の一助とします。

当地区社協では7つの事業部を置き、その事業部毎が活
発な事業展開を行っております。
例年ですと、本荘内にて、「高齢者いきいき健康サロン」
「福祉委員会」「福祉研修会」「子育てサロンひよこの会」
等大きな集客事業を行っており、これが本荘の利用者増
につながっております。しかし、このコロナ禍の影響によ
り、今年度はまだ、ほぼ全滅状態です。このコロナ禍の癒
えた際には改めて、このような当地区社協の事業の拡
大、充実を支援していきたいと思います。

自主事業の実施
千代田荘としての自主事業ではありませんが、本荘にお
いて当指定管理者である千代田地区社協の行う各事業
の開催を支援することで、本荘の利用促進につなげま
す。

今後の本荘利用につなげるためには、第一にこのコロナ禍の終息です。次には
本施設の持つ使命や特性を広く住民の皆様に知っていただくことであり、そのた
めの有効なPRが不可欠です。また施設内外の設備等、利用環境の更なる充実
も極めて肝要です。　今後とも市担当者とのコミュニケーションを密にして、本荘
の一層の利用促進と健全で合理的な管理・運営に努力したいと考えています。

　新型コロナウイルスの影響はありましたが、利用者の意見をとり入れた運営を
していただき、広報等も積極的に行っていただいていると評価します。
　今後も、現状維持を図りつつ、高齢者の心身の健康保持、地域社会における
福祉の増進を図れるよう、適正な管理運営をして下さい。

④業務実施状況確認 

意見記述欄

事業計画・目標 実施状況・効果

事業計画・目標 実施状況・効果

前庭の花植えによる美化については、すでに「花の輪プ
ロジェクト」という地域の有志の専門チームが設置され
て、このコロナ禍の中でも、毎月の花の手入れ等の作業
を欠かさずに行っており利用者から好評をいただいており
ます。
また、建物脇の駐車場や後背地にあたる草地状の旧
ゲートボール場についても、貴市のご協力による砂利敷
きや、先述のプロジェクトによる草刈りを適宜に行う等に
より、その美化や使いやすさの向上に努めております。

前庭や駐車場について、より美観や使いやすさに配慮し
て整備し、一層の快適性を利用者に提供したいと考えて
います。

利用時間への柔軟な対応に資するために実施していま
すが、未だ夜間利用件数の促進・増加には直接に結びつ
いていない状況です。しかし、夜間のみ利用可能な団体
もあるため、今後も継続して実施して参ります。

利用者のニーズにより夜間の開館を行い、利用者の拡
大、施設の有効利用に努めます。

利用件数、利用者数とも、この度のコロナ禍の影響が極
めて大きく、当初少なめに見積もった左の目標数値さえ
上回ることができませんでした。今後はこのコロナ禍を社
会的に克服したうえで、さらなる運営努力を傾注し、数字
の回復に努めてまいりたいと考えます。
利用件数３１３件　利用者数2,609人

千代田荘の利用促進のための目標設定
　利用件数　250件
　利用者数　3,000人を目標とする

今年度も広報紙及びホームページ（スマートフォン等によ
る閲覧も可能）、フェイスブックにて、毎月の利用予約状
況をお知らせしてまいりました。利用者の利便性の向上
の要望に応えることにより、利用件数の増加に結びつけ
ていきたいと考えております。このコロナ禍により、この努
力がほとんど実っておりません。、一日も早いこの禍の収
束を願っておるところです。



実施方法等

回答数等

実施結果

指定管理者

佐倉市

アンケート結果では、「満足」と「やや満足」を併せ、約89％が得られ、安心いたし
ました。その中で、特に利用において2名の方が不満を表わしているのが、駐車
場でした。また、施設の清潔さ、設備のメンテナンス状態について、3名の方が
「どちらともいえない」と答えております。建物の老朽化が進む中、ますます施設
の美化や、設備のメンテナンスを求められております。市当局のご協力を得なが
ら、利用者の要請にこたえていきたいと考えます。

　アンケートの結果、「満足」と「やや満足」をあわせて、約89％という高い結果に
なった
ことは、利用者のニーズに柔軟に対応された指定管理者の努力の結果と評価し
ます。

⑤利用者満足度調査報告 

調査期間：令和4年3月1日～令和4年3月31日

配布数30件　　回答数8件（回答率27％）

総合的な利用満足度は高いものがありました。

回答者の意見等 対応策等

特になし。

意見記述欄



【令和３年度】

指定管理者

佐倉市

⑥総合評価 

　施設環境の改善、情報周知等に年間を通して取り組む姿勢は非常に実直で熱意もあり、高く評
価します。引き続き、定期利用者の定着等に向けた取り組みを継続してください。
　今度も、新型コロナウイルス対策を行いながらの運営となりますが、安全面に配慮しながら、住
民が求めているニーズを的確に把握し、そのニーズに柔軟に対応していただくことで、地域に根
差した利用しやすい場の提供に努めてください。

意見記述欄
本荘は千代田地区における極めて貴重な公共の集会施設です。当建物の老朽化の著しいことも
ありますが、これまでの市当局のご努力もあり、トイレや、大広間・和室の内壁面、40畳敷きの畳
表等の装いを一新するなど、利用環境の整備に心を砕いてまいりました。しかしながら、今年度も
この未曾有の感染症の出現により、昨年度を大きく上回るとはいえ、コロナ禍前と比較すると、利
用者の減員、併せて収入の減少が生じてしまいました。
今後、このコロナ禍の社会的克服を果たした後には、一層の地道なＰＲ活動に加え、利用環境の
充実として
① 本荘に接する県道への安全・安心なアクセス
②大広間の会合等におけるテーブル、パイプ椅子での対応
③トイレ利用時の温水洗浄対応
④駐車場の冠水対策
等に注力をして参りたいと考えます。
難しい面もありますが、何とか対応できれば幸いと思います。
今後ともより多くの皆様に快適に利用していただけるよう安全・安心で清潔な施設づくりを目指す
とともに、このコロナ禍で落ち込んだ経営内容の改善を図って参りたいと考えます。



別記様式３

令和３年４月1日～令和４年３月31日

説明

指定期間中間モニタリング（令和３年度）

要求される水準を満たしているが、一部問題点が認められる。

要求される水準を下回り、問題点が認められる。

該当する事例がない。または、評価することができない。

委託料

市所管課

佐倉市老人憩の家千代田荘 

所在地：〒285－0836　佐倉市生谷1306番地
施設構造：鉄骨平屋
敷地面積：724.44㎡
延床面積：225.24㎡
建築年月：昭和55年３月
施設内容：集会室（舞台部分除き40畳）、和室（８畳×２室）
食堂・台所（18.5畳）、事務室 等
附帯設備：駐車場

高齢者の健全なる心身の健康保持、及び地域社会における社会福祉
の増進を図る。

千代田地区社会福祉協議会

令和３年４月1日～令和６年３月31日

2,946,240円　(令和３年度支払額　982,080円)

福祉部高齢者福祉課

施設名称

施設概要

施設の設置目的

指定管理者

指定期間

評価対象期間

評価

要求される水準を満たしている。

要求される水準を上回り、特に良い成果が認められる。S　（優良）

A　（適格）

B　（概ね適格）

C　（不適格）

-　(該当なし)



１　項目別評価
（１）公の施設の平等利用等に関する取り組み

市 指定管理者

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A S

A A

具体的な取り組みの状況、実績

管理運営における環境への配慮は十分であった
か。

必要な資格免許が取得されていたか。

全体の事業内容に偏りはなかったか。

特定の個人や団体が優遇されることはなかった
か。

1．協定書及び業務基準書に基づき、本施設の運営・維持管理・経理・個人情報保護法等の業務
について、適正な処理に努めました。
２．本施設は千代田地区における極めて貴重な公共施設です。これまで、更なる利用者の利便
性・安全性・快適性に工夫・配慮し、高齢者福祉、地域福祉及び地域文化の拠点施設としての管
理運営に努めました。
３．40畳敷きの大広間の畳表を全て入れ替え、老若男女に快適に利用してもらえるように努めま
した。

評価の理由及び今後の課題（指定管理者） 

１．本施設の前庭の花植えや、雑草除去のための10数名からなるチームが善意で、毎月一回定
例の美化活動を行ってまいりました。
２．アンケート等による利用者の要望の中に、毎年のように、車による本施設から県道への退出
が不便との指摘がありますが、これまでのところ妙策が無く、今までにこれの改善が図れておりま
せん。

評価の理由及び今後の課題（市） 

　協定書及び業務基準書に基づき適正な管理・運営業務を務めていただき、環境美化活動につ
いても尽力していただいたことについて高く評価します。

公の施設を運営するにふさわしい理念により運営し
ていたか。

現状分析・課題認識は適切であったか。

公の施設の設置目的や市の施策を理解した事業
内容であったか。

基本事項

平等利用

公共性

項目 評価視点
評価

利用者の要望や意見を把握し、的確に対応した
か。

関係法令等を理解し、遵守したか。



（２）公の施設の効用発揮、経費縮減に関する取り組み

市 指定管理者

A A

A A

A B

B A

A A

A A

A A

収支計画にのっとり、安定して経営できたか。

予定外の収入減・経費増への対応は的確であった
か。

運営の効率化が効果的になされたか。

効用発揮

経費縮減

施設の特色を活かし、施設の価値を高めることがで
きたか。

サービスの質の向上のための取り組みは効果的で
あったか。

利用拡大の方策は効果的であったか。

項目 評価視点
評価

施設の情報発信は工夫されていたか。

評価の理由及び今後の課題（指定管理者） 

やはり現コロナ禍の影響により、上記利用拡大の方策について課題が残りました。このコロナ禍
の収束時を見据えた検討や工夫について、今から怠りの無いようにしておきたいと考えます。

評価の理由及び今後の課題（市） 

　新型コロナウイルス対策による利用制限の影響はありましたが、施設の環境整備を積極的に
行っていただいていることを高く評価します。コロナ禍であるため、周知活動には取り組みにくい
状況ですが、ホームページの内容の充実等についてもご検討いただければと思います。
　今後も引き続き、適正な管理運営にご尽力お願いいたします。

具体的な取り組みの状況、実績

利用件数：334件　（対直営業比259％）　　利用料金収入：148,660円　（対直営業比２９０％）



（３）公の施設の管理運営の安定性に関する取り組み

市 指定管理者

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

項目 評価視点
評価

　点検や修繕等、施設の安全管理や維持管理について継続的・安定的に行っていただいたと評
価します。

個人情報の保護、情報公開に対し十分配慮し、必
要な措置を講じたか。

安全管理・危機管理への取り組みは適当であった
か。

人的能力

具体的な取り組みの状況、実績

・消防施設点検を9月、3月に行いました。・ガス点検を4月に実施いたしました。・大広間網戸修理
を6月に実施しました。

評価の理由及び今後の課題（指定管理者） 

このコロナ禍ではありましたが、比較的経営が安定的に処理できました。本施設は平屋作りであ
り、また開口部の多いつくりのため、緊急の際の避難については比較的に恵まれていると思いま
す。しかしながら、接面する県道への車両による出入りについては不便・危険性が伴い、何か改
善策を見つけたいと考えております。

評価の理由及び今後の課題（市） 

物的能力

団体本部との役割分担や責任体制は明確かつ適
当であったか。

人件費や労働条件の設定において、職員への配慮
はなされていたか。

職員の教育研修体制は適当であったか。

適切な人員配置・勤務体制がとられていたか。

第三者への委託や運営協力体制は適当であった
か。

施設の維持管理、備品の管理は適切に行われた
か。

団体の経営が安定していて、施設管理を継続的・
安定的に行うことができたか。



（４）公の施設の設置目的の達成に関する取り組み

市 指定管理者

A A意欲・能力
利用率及び利用者数の向上が期待できる方策を積
極的に実践できるか。

項目 評価視点
評価

具体的な取り組みの状況、実績

独自事業という位置づけではありませんが、当指定管理者の本施設内で行う次の事業を支援す
ることにより、利用者増につなげております。ただこのコロナ禍により、実施できない事業やリモー
ト、書面による会議が多く、人の集まりが制限されるなどの結果、必ずしも順調な運営、管理とは
参りませんでした。
・ふれあい演芸会　　・子育て支援　　・福祉研修会
・福祉委員会　年3回（委員110名）
・理事会　年12回（理事13名）

評価の理由及び今後の課題（指定管理者） 

上記の事業支援が順調とは参りませんでした。しかしながら、コロナ禍の収束を見据え、本施設
の持つ強み①自然環境に優れる。②大きな音声にも対応可能。③広い駐車場などのPRに努め、
今一度今後の運営管理について、考慮するなど、新たな視点から、施設の経営について考えて
参ります。

評価の理由及び今後の課題（市） 

　新型コロナウイルス対策による影響はありましたが、美化活動や施設PR等に取り組んでいただ
き、事業計画に沿った継続的・安定的な施設管理運営を行っていただいたと評価します。



（５）その他の取り組み

市 指定管理者

A A

A A

A A

- -

- -

２　総合評価及び今後の課題

地域雇用が行われたか。

収益（剰余金）が有益に利用されたか。

具体的な取り組みの状況、実績

その他

項目 評価視点
評価

障害者、高齢者の雇用や男女平等参画に対する配
慮がなされたか。

市民との協働による管理運営が行われたか。

地域の活性化につながる取り組みがなされたか。

指定管理者

市

１．これまでに市当局のご指導もいただきながら、ここ千代田地区における貴
重な公共集客施設として、協定書及び業務基準書に基づき適正に管理してま
いりました。
２．これまで利用者も利用料金収入も順調に伸びて参りました。
３．しかしながら、R3年度はこのコロナ禍前に比べますと利用者数及び収入の
減少が生じております。今後はコロナ禍明けを目指し、より一層、本施設の美
化に努めるとともに、利用のためのサービス向上を図らなくてはなりません。
　つきましては、利用者の声を吸い上げる機会を多く持ち、その要望に適格に
応えられるよう、運営努力を傾注して参りたいと考えます。

　新型コロナウイルス感染症の影響がありましたが、施設の美化や備品整備
等を実施していただいたことにより、利用者の利便性向上が図られたことを評
価します。また、施設の美化活動や情報発信の工夫を積極的に行っていただ
いていることを高く評価します。
　今後も引き続き、適正な管理運営にご尽力お願いいたします。

当指定管理者の行う地域住民との連絡会議を側面から支援しました。　　ただし、このコロナ禍に
より、同指定管理者の行う事業が休止やリモート、書面での開催となり、利用増を図るという面で
は厳しい状況となりました。

評価の理由及び今後の課題（指定管理者） 

このコロナ禍明けを期して、下記について市当局の一層のご尽力をいただければ幸いに考えま
す。　　　　１．トイレ使用時の温水洗浄対応。
２．大広間の会議等におけるテーブル・パイプ椅子対応
３．駐車場の舗装等の冠水対策など
困難も多くあるかと思われますが、どうぞよろしくご検討ご協議をお願い致します。

評価の理由及び今後の課題（市） 

　地域に密着した施設として、周知や事業への協力等を行っており、地域の活性化に貢献してい
ただけたと評価します。



指定管理者労働条件チェックリスト 

点検実施年度 ： 令和３年度   

施設名 ：佐倉市老人憩の家「千代田荘」 

 

チェック項目 チェック結果 

１ 就業規則  （労働基準法（以下法）８９・９０・１０６条、労働基準法施行規則                                            （以下規則）６条）   

(1) 

常時使用する労働者が１０人以上である場合、就業規則を作成し、労

働者代表の意見を添付して、労働基準監督署に届け出ているか。また、

変更した場合も同様か。 

□ 就業規則を作成し、届け出ている。 

□ 就業規則を作成しているが、届け出ていない。 

□ 就業規則を作成していない。 

☑ 常時使用する労働者が 10 人未満である。 

(2) 

短時間労働者について、正社員とは異なる労働条件である場合には、

短時間労働者に適用する就業規則を作成し、労働者代表の意見書を添

付して、労働基準監督署に届け出ているか。また、変更した場合も同様

か。 

□ 就業規則を作成し、届け出ている。 

□ 就業規則を作成しているが、届け出ていない。 

□ 就業規則を作成していない。 

□ 短時間労働者を雇用していない又は正社員と同条件で

ある。 

☑ 常時使用する労働者が 10 人未満である。 

２ 労働条件等の明示 （法１５条）  

(1) 

労働者を雇い入れる際、労働条件について、労働条件通知書、労働

契約書、就業規則などの書面で明示しているか。[労基第 15 条] 

□明示すべき労働条件の内容 

①契約の期間、②就業の場所・従事する業務の内容、③労働時間に関

する事項、④賃金の決定・計算・支払の方法、賃金の締め切り・支払の時

期に関する事項⑤退職に関する事項 

☑ 明示している。 

□ 明示していない。 

(2) 

短時間労働者を雇い入れる際、①昇給の有無、②退職手当の有無、

③賞与の有無、④短時間労働者の雇用管理の改善等に関する事項に係

る相談窓口について、書面の交付又はファクシミリ若しくは電子メールによ

る送信により当該短時間労働者に明示しているか。 

□ 明示している。 

□ 明示していない。 

☑ 短時間労働者を雇用していない。 

３ 労働時間 （法３２・３４～３６・３９条等）  

(1) 所定労働時間は、週 40 時間以内、１日８時間以内としているか。 

☑ 所定労働時間は、法定労働時間内である。 

□ 変形労働時間制を採用している。 

□ 所定労働時間が法定労働時間を超えている。 

(2) 
変形労働時間制をとる場合（１か月以内の期間の労働時間を平均し、週 40

時間以内とする場合など）は、労使協定等によりその旨を定めているか。 

□ 定めている。 

□ 定めていない。 

☑ 変形労働時間制をとっていない。 

(3) 

次のような時間がある場合、労働時間として算定しているか。 

①交替制勤務における引継ぎ時間 

②業務報告書等の作成時間 ③仕事の打合せ、会議等の時間 

④参加が義務付けられている行事や研修等 

⑤出張先から次の出張先までの移動に必要な時間 

☑ 算定している。 

□ 算定していない。 

(4) 
労働時間は、タイムカードや適正な自己申告などに基づき、適正に把握

しているか。 

☑ 適正に把握している。 

□ 適正に把握していない。 

(5) 
休憩は、就業規則で定めた時間に、確実に取得させ、かつ適法である

か。 

☑ 適法に取得させている。 

□ 適法に取得させていない。 

(6) 休日は、毎週１回又は４週を通じて４回以上与えているか。 
☑ 与えている。 

□ 与えていない。 

(7) 
時間外労働・休日労働は、あらかじめ労働者代表と締結し、労働基準

監督署に届け出た労使協定の範囲内で行わせているか。 

□ 労使協定の範囲内で行わせている。 

□ 労使協定の範囲内で行わせていない。 

※該当なし 

(8) 
(7)の労使協定（36 協定）は、厚生労働省告示「時間外労働の限度に

関する基準」の範囲内で締結しているか。 

□ 基準の範囲内で締結している。 

□ 基準の範囲内で締結していない。※該当なし 

(9) 
短時間労働者を含むすべての労働者に労働基準法に定める年次有給休

暇を与えているか。 

☑ 与えている。 

□ 与えていない。 

４ 賃金 （法２４・３７・最低賃金法４条等）  

(1) 

賃金は通貨で、直接労働者に（同意に基づき金融機関への振込みも

可）毎月１回以上、定期に全額（税金、社会保険料や賃金控除の労使協

定に定めるものは控除可）を支払っているか。 

☑ 支払っている。 

□ 支払っていない。 

(2) 
すべての労働時間について最低賃金額以上の時間給を支払っている

か。 

☑ 支払っている。 

□ 支払っていない。 

(3) 
法定労働時間を超える時間外労働、休日労働及び深夜労働をさせた

ときは、労働基準法上の割増賃金を支払っているか。 

☑ 支払っている。 

□ 支払っていない。 



 

 

 

チェック項目 チェック結果 

5 法定帳簿 （法１０７～１０９条等）  

(1) 
事業場ごとに、各労働者について（日雇労働者を除く。）労働者名簿を

作成し、記載すべき事項に漏れはないか。 

☑ 労働者名簿を作成し、記載事項に漏れはない。 

□ 労働者名簿を作成しているが、記載事項に漏れがある。 

□ 労働者名簿を作成していない。 

(2) 事業場ごとに、賃金台帳を作成し、記載すべき事項に漏れはないか。 

☑ 賃金台帳を作成し、記載事項に漏れはない。 

□ 賃金台帳を作成しているが、記載事項に漏れがある。 

□ 賃金台帳を作成していない。 

(3) 
労働者名簿、賃金台帳及び雇入、解雇、災害補償、賃金その他労働

関係に関する重要な書類は５年間保存しているか。 

☑ 保存している。 

□ 保存していない。 

６ 労働安全衛生 （安全衛生法１２・１３・１８・６６条等）  

(1) 

常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、衛生管理者及び産業

医を選任し、労働基準監督署に届け出た上で、必要な職務を行わせてい

るか。 

□ 選任、届出をし、必要な職務を行わせている。 

□ 選任、届出のいずれかを行っていない又は必要な職務を

行わせていない。 

☑ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

(2) 
常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、衛生委員会を設け、

月１回以上行っているか。 

□ 衛生委員会を設け、月１回以上行っている。 

□ 衛生委員会を設けていない又は月１回以上行っていな

い。 

☑ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

(3) 
常時 10 人以上 50 人未満の労働者が使用される施設では、衛生推進

者を選任し、必要な職務を行わせているか。 

□ 衛生推進者を選任し、必要な職務を行わせている。 

□ 衛生推進者を選任していない又は必要な職務を行わせ

ていない。 

☑ 常時使用する労働者が 10 人未満であり、又は 50 人以

上である。 

(4) 
雇入時及び作業内容変更時に、労働者に安全衛生教育を行っている

か。 

☑ 行っている。 

□ 行っていない。 

(5) 
雇入時及び１年以内ごとに１回、常時使用する労働者に対し、健康診断

を行っているか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。※該当なし 

(6) 
健康診断の結果について、健康診断個人票を作成して５年間保存して

いるか。 

□ 保存している。 

□ 保存していない。※該当なし 

(7) 
健康診断の結果、異常の所見があると診断された労働者については、健

康診断が行われた日から３か月以内に、医師等の意見を聴いているか。 

□ 聴いている。 

□ 聴いていない    。※該当なし 

(8) 健康診断の結果を労働者に通知しているか。 
□ 通知している。 

□ 通知していない。  ※該当なし 

(9) 

常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、定期健康診断を行っ

たときに、定期健康診断結果報告書を労働基準監督署に提出している

か。 

□ 提出している。 

□ 提出していない。 

☑ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

７ 法令等の周知 （法１０６条、労働安全衛生法１０１条等）  

(1) 

労働基準法、労働安全衛生法等の要旨を、 

①常時各作業場の見やすい場所に掲示し、又は備え付けること 

②書面を労働者に交付すること 

③磁気ディスク等に記録し、各作業場に労働者が当該記録の内容を常時確認で

きる機器を設置すること 

のいずれかにより、労働者に周知しているか。 

☑ 周知している。 

□ 周知していない。 

８ 雇用保険・社会保険 （雇用保険法４～６条、健康保険法３条等）    

(1) 
雇用保険の加入義務がある労働者について、適切に加入手続を行って

いるか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。  ※該当なし 

(2) 
健康保険、厚生年金保険の加入義務がある労働者について、適切に加

入手続を行っているか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。   ※該当なし 

 


